










は

じ

め

に

平
成
二
十
一
年
度
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
文
化
庁
の
「
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業
」
に
、
当
会
の
「
佐
賀
城
下
絵
図
を
読
み
解
き
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
そ
う
！
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
四
つ
の
市
民
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
展
開
を
す
る
「
地
域
連
携
強
化
事
業
」
の
一
つ
で
す
。

平
成
二
十
一
年
秋
、
本
事
業
の
一
環
と
し
て
、
当
会
が
運
営
す
る
博
物
館
徴
古
館
で
「
御
城
下
絵
図
に
見
る
佐
賀
の
ま
ち
」
展
を
開
催
し
、「
御
城
下
絵
図
」

の
公
開
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
近
世
社
会
を
反
映
す
る
絵
図
と
し
て
、
一
部
に
現
在
で
は
不
適
切
と
考
え
ら
れ
る
表
現
が
あ
る
た
め
に
、
寄
託
先
で
別
置
さ
れ

永
ら
く
人
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
当
会
所
蔵
の
七
種
類
の
「
御
城
下
絵
図
」
を
公
開
で
き
た
こ
と
が
、
先
ず
一
番
の
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。

そ
の
結
果
、
次
の
段
階
と
し
て
、
絵
図
の
撮
影
・
複
製
パ
ネ
ル
の
作
製
・
現
代
の
地
図
と
の
重
ね
図
の
作
製
、
さ
ら
に
、
武
家
地
の
「
屋
敷
帳
」
や
町
人
地

の
「
竈
帳
」
の
複
本
の
作
製
な
ど
、
読
み
解
き
作
業
に
必
要
な
基
本
資
料
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
成
果
物
は
こ
の
支
援
事
業
の
賜
物
で
あ
り
、
展
示

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
探
訪
会
な
ど
で
有
効
活
用
し
、
今
後
も
継
続
し
て
活
用
さ
れ
る
優
れ
モ
ノ
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
当
会
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
元
文
五
年
九
月
二
十
三
日
付
の
六
代
藩
主
鍋
島
宗
教
の
黒
印
が
押
さ
れ
た
「
佐
賀
城
廻
之
絵
図
」
が
あ
り
ま
す
が
、
同
日

付
、
同
黒
印
の
押
さ
れ
た
「
城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
」
も
伝
存
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
絵
図
と
屋
敷
帳
が
同
時
に
作
成
さ
れ
、
セ
ッ
ト
で
現
存
す
る
唯
一
の

貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
の
「
屋
敷
帳
」
の
解
読
・
翻
刻
作
業
を
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
支
援
事
業
が
継
続
採
択
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
た
び
資
料

集
と
し
て
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
資
料
集
を
、
読
み
解
き
作
業
な
ど
の
基
本
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
、
佐
賀
三
十
五
万
七
千
石
の
城
下
町
と
し

て
の
歴
史
・
文
化
の
解
明
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

刊
行
に
際
し
ま
し
て
、
文
化
庁
を
は
じ
め
と
し
て
、
翻
刻
作
業
に
か
か
わ
ら
れ
た
方
々
、
そ
の
他
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
一
月

財

団

法

人

鍋

島

報

效

会
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解
題

城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
に
つ
い
て

片

倉

日
龍
雄

佐
賀
城
と
佐
賀
城
下
町

佐
賀
城
築
城
と
城
下
町
の
形
成
に
つ
い
て
は
池
田
史
郎
氏
の
論
考
が
あ
る
（
藤
野

保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
第
一
章
第
三
節
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）。
す

な
わ
ち
、
佐
賀
城
建
築
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
本
丸
台
所
か
ら
着
工
さ
れ
、
同

一
四
年
天
守
閣
が
完
成
し
、
同
一
六
年
総
普
請
が
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
一
方
城
下

町
に
つ
い
て
は
、「
勝
茂
公
譜
考
補
」
慶
長
一
三
年
の
記
事
「
惣
御
家
中
屋
敷
町
小
路

立
、
奉
行
鍋
島
市
佑
」
か
ら
、
こ
の
と
き
町
割
が
行
わ
れ
た
と
し
て
承
応
三
年
（
一

六
五
四
）
の
「
佐
賀
城
廻
之
絵
図
」
か
ら
小
路
名
を
割
り
出
し
、
町
名
別
武
家
屋
敷

の
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

近
世
城
下
町
の
都
市
構
造
類
型
に
つ
い
て
、
松
本
豊
寿
氏
は
、
町
屋
が
団
塊
的
に

配
置
さ
れ
て
い
る
「
団
塊
状
町
屋
型
」
と
、
侍
町
と
町
屋
が
並
列
的
に
配
置
さ
れ
て

い
る
「
街
村
状
町
屋
型
」
に
大
別
さ
れ
、
前
者
の
代
表
と
し
て
高
知
を
挙
げ
、
後
者

の
代
表
と
し
て
佐
賀
を
挙
げ
て
い
る
（『
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
一
年
）。
同
氏
は
、「
佐
賀
城
下
町
で
は
「
小
路
」
と
呼
ば
れ
る
侍
町
の

外
側
を
東
、
北
、
西
の
三
方
に
わ
た
り
長
崎
街
道
を
ひ
き
入
れ
て
長
い
街
村
状
町
屋

で
囲
繞
し
て
い
る
」
と
佐
賀
の
都
市
構
造
の
特
長
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
城
下
町
の
形
成
と
構
成
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
市
教
育
委
員
会
の
調
査
報
告
書

『
城
下
町
佐
賀
の
環
境
遺
産
Ⅰ
』（
平
成
三
年
一
月
）に
詳
細
な
考
証
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

城
下
絵
図
・
屋
敷
帳
・
竈
帳

佐
賀
に
お
け
る
近
世
城
下
町
域
の
全
体
像
を
網
羅
的
一
覧
的
に
把
握
す
る
基
本
資

料
と
し
て
、
城
下
絵
図
、
屋
敷
帳
、
竈
帳
が
あ
る
。
城
下
絵
図
は
、
藩
主
居
城
を
中

心
に
街
路
・
水
路
（
堀
）・
城
内
域
・
武
士
居
住
域
・
町
屋
域
に
分
け
、
役
所
・
武
士

住
居
・
寺
社
に
つ
い
て
は
個
別
名
を
表
示
し
て
、
城
下
域
全
体
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が

で
き
る
絵
図
資
料
で
あ
る
。
屋
敷
帳
は
、
主
と
し
て
武
家
屋
敷
お
よ
び
寺
社
敷
地
に

つ
い
て
屋
敷
地
の
所
在
位
置
お
よ
び
間
尺
明
細
を
記
録
し
た
文
字
資
料
で
あ
る
。
竈

帳
は
、
町
方
地
域
に
つ
い
て
町
ご
と
各
戸
ご
と
の
屋
敷
地
・
住
人
名
・
帰
依
寺
・
職

業
等
を
記
録
し
た
文
字
資
料
で
あ
る
。

佐
賀
城
下
関
係
資
料
の
伝
来
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

城
下
絵
図
（
城
内
図
・
個
別
町
図
を
除
き
、
後
世
写
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
鍋

島
報
效
会
所
蔵
の
絵
図
は
慶
長
年
間
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）、
正
保
年
間
（
一
六

四
四
〜
四
七
）、
慶
安
二
年（
一
六
四
九
）、
承
応
三
年（
一
六
五
四
）、
元
文
五
年（
一

七
四
〇
）、
文
化
年
間
（
一
八
一
〇
年
頃
）
の
七
期
に
わ
た
っ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

写
を
含
め
十
三
点
が
あ
る
（
詳
細
は
、
本
書
「
現
存
す
る
佐
賀
御
城
下
絵
図
と
城
下

大
曲
輪
内
屋
敷
帳
の
意
義
」
を
参
照
）。

屋
敷
帳
に
つ
い
て
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）「
城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
」
三
冊
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本
丸

但
石
垣
ハ
根
切
土
手
ハ
塀
ゟ
内
艮
方
櫓
台
角
ゟ
乾
方
天
守
西
下
段
石
垣
角
迄

一

北
八
拾
弐
間
壱
寸

内

但
艮
方
櫓
台
角
ゟ
西
折
迄

四
間
壱
尺
弐
寸

但
右
ゟ
南
江

折
横
手
櫓
台
出
端

壱
間
壱
尺
八
寸

但
右
横
手
ヨ
リ
太
鼓
門
石
垣
角
迄

弐
拾
六
間
四
尺

石
垣

高
弐
間
三
尺
七
寸
敷
東
七
間
弐
尺
五
寸
石
垣
は
へ
四
尺
壱
寸

長
三
拾
間
五
尺
弐
寸
敷
西
四
間
四
尺
三
寸
但
間
尺
之
内

但
太
鼓
門
石
垣
角
ゟ
南
石
垣
迄

拾
間
六
尺
六
寸

但
太
鼓
門
ゟ
天
守
台
石
垣
迄

弐
拾
四
間
五
尺
九
寸

石
垣

高
弐
間
三
尺
七
寸
敷
西
七
間
東
四
間
四
尺
三
寸

は
へ
四
尺
壱
寸
長
三
拾
間
壱
尺

但
天
守
台
北
ノ

出
端

四
間
五
尺
三
寸

但
天
守
台
東
西
ノ

間
数

拾
六
間
六
尺
三
寸

但
天
守
台
乾
角
出
端

四
間
五
尺

但
天
守
台
ゟ
西
櫓
石
垣
角
迄

拾
三
間
弐
尺
七
寸

天
守
台

高
四
間
五
尺
五
寸
は
へ
壱
間
五
尺
東
西

拾
三
間
三
尺
南
北
拾
五
間
四
尺
五
寸

同
下
段

高
弐
間
三
尺
三
寸
は
へ
三
尺
四
寸
東
西

拾
四
間
四
尺
壱
寸
南
北
拾
壱
間
四
尺

但
艮
方
櫓
台
ゟ
南
塀
限

一

東
九
拾
四
間
六
尺
壱
寸

内

但
艮
角
櫓
台
ゟ
南
折
迄
此
間
石
垣
高
弐
間
三
尺
七
寸
長
上
弐
拾
壱
間
六
尺
壱
寸
櫓
台
北
出
端
壱

間
壱
尺
八
寸
加
テ

弐
拾
壱
間
六
尺
壱
寸

但
東
江

折
塀
通

七
間
五
尺

但
右
折
ゟ
南
巽
角
迄
塀
通

七
拾
三
間

土
井

高
壱
間
弐
尺
敷
六
間
四
尺

但
塀
内
は
へ
間
尺
之
内

但
巽
角
塀
際
ゟ
西
矢
蔵
台
角
迄

一

南
九
拾
弐
間
五
尺
五
寸

内

但
巽
角
ゟ
中
折
迄
塀
通

三
拾
六
間

但
中
ニ
而

北
江

折
塀
通

九
間
四
尺

但
中
折
ゟ
西
櫓
台
出
端
迄

四
拾
八
間
五
尺
五
寸

但
右
ゟ
南
江
折
櫓
台
出
端
間
数

弐
間

但
右
折
ヨ
リ
櫓
台
坤
角
迄

八
間

土
井

高
壱
間
弐
尺
敷
六
間
四
尺
塀
ゟ
内
敷
四
間
壱
尺

但
間
尺
之
内
外
弐
間
三
尺
間
尺
之
外

但
坤
方
櫓
台
角
ゟ
北
天
守
下
段
石
垣
角
迄

一

西
七
拾
三
間
九
尺
五
寸

内

但
坤
方
矢
蔵
台
角
ゟ
同
北
出
端
迄

六
間
三
尺
五
寸

但
右
ゟ
東
江

折
出
端
間
数

弐
間
壱
尺

但
右
ゟ
北
天
守
下
段
石
垣
迄
道
幅
壱
間
壱
尺
加
テ

五
拾
五
間
壱
尺

但
天
守
西
下
段
石
垣
間
数

拾
弐
間
五
尺

天
守
北
曲
輪

但
南
石
垣
際
ゟ
北
堀
際
迄

一

西
拾
九
間

但
南
ハ
天
守
台
石
垣
際
ゟ
北
堀
際
迄

一

東
拾
五
間
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馬
場
庄
右
衛
門

但
小
路
幅
四
間

一

南
口
弐
拾
弐
間
五
尺
五
寸

但
北
流
堀
幅
九
間
五
尺

一

北
裏
弐
拾
間
五
尺

一

東
入
三
拾
三
間

一

西
入
三
拾
三
間

木
下
四
良
兵
衛

但
小
路
幅
三
間
七
尺
五
寸

一

南
口
弐
拾
壱
間

但
北
流
堀
幅
東
拾
弐
間
四
尺
五
寸
西
拾
間
五
尺

一

北
裏
弐
拾
弐
間

一

東
入
三
拾
三
間

一

西
入
三
拾
三
間

綾
部
権
之
丞

但
小
路
幅
三
間
七
尺
五
寸

一

南
口
弐
拾
弐
間
七
尺

但
北
流
堀
幅
拾
弐
間
四
尺
五
寸

一

北
裏
弐
拾
四
間
七
尺
五
寸

一

東
入
三
拾
三
間
七
尺

一

西
入
三
拾
三
間
七
尺

多
久
勘
助

但
東
流
堀
幅
四
間
三
尺
五
寸
小
路
幅
三
間
七
尺
五
寸

一

東
口

巽
角
ゟ
北
江

拾
三
間
八
尺
五
寸
右
ゟ
東
江

折

三
間
弐
尺
夫
ゟ
北
江

弐
拾
壱
間
壱
尺
五
寸

但
西
堀
幅
弐
間
三
尺
五
寸
長
屋
鋪
限
屋
鋪
ニ

付
但
杖
内

一

西
裏
三
拾
四
間
三
尺

但
南
道
幅
三
間
五
尺

一

南
入
弐
拾
三
間
壱
尺

但
北
流
堀
幅
拾
壱
間
弐
尺

一

北
入
弐
拾
七
間
弐
尺

松
原
小
路
従
西
到
東

犬
塚
杢
之
允

但
小
路
幅
弐
間
弐
尺

一

南
口
弐
拾
七
間
三
尺
五
寸

但
北
流
堀
幅
東
弐
間
三
尺
西
壱
間
五
尺
五
寸

一

北
裏
弐
拾
七
間
五
尺

但
東
道
幅
四
間
弐
尺

一

東
入
三
拾
間

但
西
堀
幅
六
尺
五
寸
長
屋
鋪
限
屋
鋪
ニ

付
但
杖
内

一

西
入
弐
拾
八
間
八
尺

相
良
求
馬

但
小
路
幅
弐
間
四
尺

一

南
口
三
拾
四
間
九
尺
三
寸

但
北
流
堀
幅
弐
間

一

北
裏
三
拾
四
間
七
尺
三
寸

但
東
堀
幅
壱
間
三
尺
長
北
ゟ
拾
間
六
尺
屋
鋪
ニ

付
但
杖
内

一

東
入
弐
拾
九
間
七
尺
五
寸

但
西
道
幅
四
間
弐
尺

一

西
入
弐
拾
九
間
七
尺
五
寸

深
堀
孫
六

但
小
路
幅
弐
間
五
尺

一

南
口
弐
拾
九
間
弐
尺
三
寸

但
北
流
堀
幅
西
弐
間
東
三
間

一

北
裏
弐
拾
八
間
壱
尺
五
寸

一

東
入
弐
拾
九
間
四
尺
五
寸

－ －35

城下大曲輪内屋敷帳 北一通



但
北
流
堀
幅
三
間
七
尺

一

北
入
九
間
八
尺

一

南
入
拾
間
六
尺

蒲
原
次
右
衛
門
組
手
明
鑓

千
布
惣
右
衛
門

但
小
路
幅
壱
間
八
尺

一

西
口
八
間
三
尺
五
寸

但
東
流
堀
幅
弐
間

一

東
裏
九
間

一

北
入
拾
間
六
尺

一

南
入
拾
間
九
尺

一

物
成
屋
鋪
四
畝
弐
歩

袋
村
之
内

郷
地

一

物
成
屋
敷
四
畝
五
歩

袋
村
之
内

郷
地

一

同
壱
畝
弐
拾
三
歩

右
同
断

右
同

一

同
壱
畝
弐
拾
三
歩

右
同
断

右
同

虎
次
竪
小
路
西
側
従
北
到
南

深
江
六
左
衛
門
抱
）
拘

但
小
路
幅
三
間
八
尺

一

東
口
三
拾
間
六
尺
五
寸

但
西
流
堀
幅
弐
間

一

西
裏
拾
七
間
六
尺

但
北
堀
幅
西
壱
間
三
尺
東
壱
間

一

北
入
艮
角
ゟ
西
折
迄
六
間
右
折
ゟ
南
江

六
間
七
尺
夫
ゟ
西
弐
拾
六
間

但
南
流
堀

三
間
四
尺

一

南
入
三
拾
間
三
尺

下
村
七
右
衛
門

但
小
路
幅
三
間
四
尺

一

東
口
三
拾
三
間
八
尺

但
西
流
堀
幅
弐
間

一

西
裏
三
拾
七
間
弐
尺

但
北
流
堀
幅
三
間
四
尺

一

北
入
三
拾
間

但
南
流
堀
幅
弐
間

一

南
入
弐
拾
八
間
八
尺
五
寸

中
嶋
弥
大
夫

但
小
路
幅
三
間
弐
尺
五
寸

一

東
口
弐
拾
九
間

但
西
流
堀
幅
壱
間
九
尺

一

西
裏
弐
拾
九
間
壱
尺
五
寸

但
北
流
堀
幅
弐
間

一

北
入
弐
拾
八
間
弐
尺

但
南
流
堀
幅
西
弐
間
五
尺
東
壱
間
六
尺

一

南
入
弐
拾
七
間
弐
尺

城
嶋
立
安

但
小
路
幅
三
間
四
尺

一

東
口
弐
拾
七
間

但
西
流
堀
幅
弐
間

一

西
裏
弐
拾
三
間
四
尺
五
寸

但
北
流
堀
幅
西
弐
間
五
尺
東
壱
間
六
尺

一

北
入
弐
拾
八
間
弐
尺

但
南
道
堀
幅
三
間

一

南
入
弐
拾
六
間
七
尺

増
田
常
右
衛
門

但
小
路
幅
三
間
四
尺

一

東
口
弐
拾
四
間
壱
尺

但
西
流
堀
幅
壱
間
四
尺

一

西
裏
弐
拾
四
間
八
尺
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は
じ
め
に

御
城
下
絵
図
の
現
存
状
況

佐
賀
は
、
鍋
島
藩
三
十
五
万
七
千
石
の
城
府
で
あ
る
。
近
世
都
市
と
し
て
の

佐
賀
城
下
の
建
設
は
天
正
年
間
こ
ろ
に
始
ま
る
と
さ
れ
、『
勝
茂
公
譜
考
補
』に

よ
れ
ば
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
は
蛎かき
久ひさ
（
現
佐
賀
市
鍋
島
町
）
の
町
人

を
城
下
に
誘
致
し
て
い
る
１

。
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
は
鍋
島
直
茂
・
勝

茂
父
子
に
よ
る
佐
賀
城
総
普
請
が
始
ま
っ
た
の
に
伴
い
、
城
下
も
本
格
的
に
形

成
さ
れ
始
め
た
２

。
こ
の
佐
賀
城
下
を
表
し
た
地
図
が
佐
賀
御
城
下
絵
図
で
あ

り
、
都
市
計
画
段
階
と
見
ら
れ
る
慶
長
期
を
は
じ
め
と
し
、
寛
永
、
正
保
、
慶

安
、
承
応
、
元
文
、
安
永
、
文
化
の
八
期
に
わ
た
る
絵
図
が
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
に
は
近
代
に
な
っ
て
取
り
入
れ
た
も
の

も
含
め
、
安
永
期
を
除
く
七
期
（
十
三
点
）
の
御
城
下
絵
図
が
伝
来
し
、
現
在

は
他
の
藩
政
資
料
や
什
器
類
な
ど
と
共
に
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
（
以
下
、
当

会
と
称
す
）
に
寄
附
さ
れ
て
い
る
。

御
城
下
絵
図
の
基
礎
知
識

佐
賀
城
下
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
絵
図
類
と
し
て
、
城
内
や
町
人
地
、
重

臣
の
屋
敷
地
内
な
ど
、
城
下
の
特
定
地
区
の
み
を
表
し
た
絵
図
も
残
さ
れ
て
い

る
が
、
本
論
で
は
城
下
全
体
を
表
す
絵
図
の
み
を
扱
う
。
こ
う
し
た
絵
図
の
呼

び
名
と
し
て
は
、「
御
城
下
絵
図
」
と
「
佐
賀
城
廻
之
絵
図
」
の
二
種
が
あ
る
が
、

総
称
と
し
て
は
御
城
下
絵
図
と
よ
ぶ
。

御
城
下
絵
図
の
特
徴
を
大
き
く
三
つ
挙
げ
る
と
、第
一
に
城
下
の
武
家
地（
小

路
）
に
お
け
る
住
宅
地
図
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
大
ま
か
に
言
っ
て
武
家
地

と
町
人
地
の
二
区
で
構
成
さ
れ
る
城
下
の
う
ち
、
武
家
地
に
限
り
一
軒
ご
と
の

屋
敷
割
り
を
墨
線
で
表
し
、
各
屋
敷
地
内
に
居
住
者
名
、
役
所
名
、
寺
社
名
な

ど
を
記
し
て
い
る
３

。

第
二
に
、
武
家
地
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
町
人
地
に
つ
い
て

は
各
期
の
絵
図
と
も
基
本
的
に
は
居
住
者
名
や
屋
号
を
記
さ
ず
、
模
式
的
な
家

形
を
描
く
こ
と
で
町
屋
が
連
な
る
様
子
を
表
現
し
、
町
名
を
表
記
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
た
だ
例
外
的
に
、
御
刀
鍛
冶
と
し
て
長
瀬
町
で
作
刀
に
あ
た
っ

た
橋
本
家
【
図
１
】
や
岸
川
町
で
活
躍
し
た
甲

師
の
春
田
屋
（
宮
田
家
）
の

屋
敷
地
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
ほ
か
、
早
い
時
期
の
絵
図
に
は
一
部
に
町
人
名
の

記
載
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
城
下
の
周
縁
部
に
は
、
武
家
地
で
も
な
く
町
人
地

で
も
な
い
郷ごう
地ち
の
一
部
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
早
い
時
期
の
絵
図
に
は

例
外
的
に
「
百
姓
」
と
い
う
記
載
や
具
体
的
な
百
姓
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
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現
存
す
る
佐
賀
御
城
下
絵
図
と
城
下
大
曲
輪
内
屋
敷
帳
の
意
義

富

田

紘

次

図２ 百姓の記載
（慶長御積絵図）

図１ 長瀬町の橋本家
（元文佐賀城廻之絵図）
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